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　大河ドラマ「おんな城主 直虎」では、新野左馬助親
矩公が亡くなった後、娘のあやめ役として光浦靖子さ
んが登場し、虎松（後の直政）の面倒をみる役どころで、
どんな活躍をするか楽しみである。
　さて、井伊直政は、後に命の恩人である左馬助に報
いるため、左馬助の娘たちを重臣に婚礼させている。

『井伊家伝記』には、娘を３人として、「第一の息女を
木
き ま た

俣土
と さ の か み

佐守へ、第二の息女を庵
い は ら

原助
す け え も ん

右衛門へ、第三の
息女を三

み う ら
浦与

よ え も ん
右衛門に縁組仰せ付けられた」とある。

　木俣土佐守家は彦根藩筆頭家老を務める家。庵原家は、彦根藩次席家老の家であり、三浦家もまた家老
役の家である。
　左馬助の血脈と精神は、娘たちとその娘婿（木俣、庵原、三浦）たちに受け継がれた。娘婿たちの家には、
井伊家最大の危機を救った左馬助の血が流れ、また、自分たちが彦根藩を盛り立てているという誇りが、
後々まで左馬助の忠節を歴代語り伝えていく背景にあったのでは、と想像される。
　最近、木俣家に関わる『守

もりやす
安公書記・雑秘説写記』と題する新資料の発表があった。寛永17年（1640年）に、

左馬助の第一息女の息子・木俣守安が新野家のおば達から聞き書きした内容を、享保20年（1735年）に子
孫の木俣守

もりさだ
貞が書き写したものという。資料の真偽はともかく、新野家に関する資料が今後も出てくるこ

とを期待したい。

新野左馬助親矩公の娘たち
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